
KS-S・MIX工法施工状況（全景） 掘削・攪拌翼先端 改良杭（杭頭部）

低変位型大口径スラリー相対攪拌工法（硬度地盤対応）
●KS-S・MIX工法（単軸式相対撹拌工法）

KS-S・MIX工法は、深層混合処理工法におけるスラリー相
対撹拌工法である。外翼と内翼との相対撹拌により平面的撹
拌から立体的撹拌混合を実現し、優れた撹拌性能により、撹
拌混合時における「共回り」、「連れ回り」現象を防止して、
バラツキのない高品質な改良体を造成することが可能。また、
内側・外側が逆回転であるため、互いのトルクを相殺し安定
した削孔を可能とした。そのため鉛直精度が向上し、中間層
などの硬度地盤や礫層などの地中障害物の削孔を可能にした。

KS-S・MIX工法は、大口径および硬度地盤対応として開
発された。施工時の側方に与える圧力を消散し変位を低減す
る効果に特長がある。変位低減の原理は、外翼が回転するこ
とで原地盤との縁切り効果を生じさせ、外翼の内側にある△
部が回転することで中心部に圧力を集中させ、余剰圧力を
ロッドに沿って上方へと促すことで従来側方に生じる変位を
低減させる。

地盤改良工法に対応したICT技術
●KS-S・MIX工法（スラリー相対撹拌工法）
●�KS-EGG-SE工法（無振動・低騒音工法/静的締固め砂杭工法）
１．ICT技術対応

地中を改良する地盤改良工事は改良状況を可視化すること
ができないため、ICT 技術（情報通信技術）を活用し可
視化することで、 高品質・高精度・迅速と信頼性の高い地
盤改良工法の提供を可能にした。地盤改良施工機に施工管
理装置（位置誘導システム・施工管理システム）を搭載し、
施工位置・施工情報を施工履歴データとしてクラウドに保
存し、トレーサビリティーや可視化・出来形・品質管理を
可能とした
２．位置誘導システム

従来は施工杭の位置を明示するため杭芯測量を行っていた
が、 位置誘導システムを用いることで不要となった。また
進捗状況が施工管理装置に反映されるため、同じ杭を施工
するなどのミスを防ぎ、確実に施工位置に誘導することが
できる。

３．リアルタイム管理
現場内LANを設置することで、施工情報（移動状況・施
工位置・施工状況）をタブレット端末などでリアルタイム
に確認できる。これまでは必要に応じて施工管理者が運転
席モニターを施工中に目視し確認していたが、 施工機に近
づくことなく安全に施工情報を確認することができる。
４．確実な施工手順

施工位置移動から施工まで、オペレーターがワンモニター
で行うことができるようになり、施工管理装置からのガイ
ダンスに従い正確な施工手順での作業が可能となった。

位置誘導システムモニター

2D進捗管理・3D出来形管理

軟弱地盤処理工

KS-S・MIX工法
KS-EGG-SE工法
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